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LDH、正常群で、　SVAが37．2±35．67、32．7±46．5、2．29±
25．80　LlSlカミ40．1±12．44、36．7±145、49，2±9．81。　PA
が22．9±5．36、25．1±9．0、17．5±5．24。術後は根型LCS、
LDHでSVAが31．0±30．0、6．7±27．7。　LISIが41．0±
ll．8、44．8±10．8。PAが18．7±5．56、21．3±7．0であった。
統計学的処理を行うと、手術前の脊椎アライメント
は、根型LCS、　LDHでともに正常群に比較して腰椎
前蛮減少と骨盤後傾で有意差を認め、術後は、母型
LCSで腰椎前蛮不変、骨盤傾斜の改善を、　LDHで腰
椎前湾・骨盤後傾の改善を認めた。
【考察】LDHでは腰椎前蛮が減少、時として疹痛性
側蛮が発生じることが知られている。今回の結果よ
り、根性疹痛に対する姿勢変化は、LDHでは腰椎・骨
盤の両方で行うのに対し、根型LCSでは骨盤後傾の
みで行われていた。LCSでは椎間板、椎問関節の変性
による腰椎可動性低下が背景にあり、股関節と骨盤の
動きによる姿勢変化が行われ、根性LCSの疹痛予後
に生来の骨盤傾斜が影響する可能性が考えられた。
【結語】三型LCSの根性痺痛は、腰椎アライメント
に与える影響は少なく、骨盤傾斜によって痺痛回避を
行っている可能性があった。
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入院患者に持参薬を使用することによる経済効
果
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　平成20年目l月10日～15日の1週間に、薬剤師が
担当している病棟で持参薬を服用していた入院患者
と、新たに入院し持参薬を服用することとなった患者
を対象として、持参薬を薬価ベースに変換し、持参薬
を使用した金額と、薬を持参してきていても新たに処
方されて持参薬を服用しなかった金額を計算し、持参
薬使用による経済効果を調査した。
　持参薬を使用した患者は調査期間中に295名おり、
1週間で使用した金額は1，208，153円となった。また、
持参薬を使用しなかった患者は22名おり、47，659円
の持ち出しとなった。持参薬使用率は薬価ベースで
96％であった。持参薬を1ヶ月使用したとすると、約
480万円、1年で約5，760万円の利益となることが判明
した。
　また、その中から6病棟（11東、13東、15東、16東、
17西、18西）を選び、調査期間中の全ての入院処方と
持参薬の比率を計算したところ、持参薬使用比率は
26％となった。
　当院では、薬剤師が持参薬を確認し、適切に使用し、
安全に管理することは薬剤師の業務となっている。薬
剤師の業務は見える形として表に出てこないことが
多い。今後はそれらを調査し、目に見える形として評
価を行い、業務に反映させていきたい。
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東京医科大学病院におけるがん化学療法レジメ
ン審査の現状
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【目的】　より有効で、かつ安全性の高いがん化学療法
を行なうには、標準的ながん化学療法の提供が不可欠
である。『抗がん薬の投与量、投与スケジュール、治療
期間を示した治療計画』であるレジメンを一元管理す
る目的の一つである。2008年4月の診療報酬改定で
は、施設基準に「実施される化学療法の治療内容の妥
（9）
